
S a g a m i チ ャ レ ン ジ
プ ロ グ ラ ム

新しい学修支援プログラム「Sagamiチャレンジプ

ログラム」が2020年4月にスタートします!!

佐
渡
伝
統
芸
能

体
験
活
動
と
は

佐
渡
の
各
集
落
で
伝
承
さ
れ
て
い
る

伝
統
芸
能
（
鬼
太
鼓
等
）
を
地
域
の
方

か
ら
教
わ
り
、
「
夏
の
彩
典
た
か
ち
芸

能
祭
」
で
披
露
す
る
活
動
で
す
。
日
本

の
伝
統
文
化
を
学
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
で
の
共
同
生
活
を
通
し
て
他
者
と

協
働
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

―
―

活
動
の
体
験
や
地
域
の
方

と
の
交
流
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
に
入
ら

な
い
限
り
、
他
学
科
や
他
学
年

の
人
と
関
わ
る
機
会
が
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
同
じ
目
的

を
持
っ
た
他
学
年
・
他
学
科
の

人
と
数
日
間
と
も
に
過
ご
す
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
協
調
性
が
身
に
つ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
活
動
が
な
け

れ
ば
佐
渡
の
方
々
に
出
会
う
ど

こ
ろ
か
、
佐
渡
に
行
く
こ
と
も

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
伝
統

芸
能
と
聞
く
と
堅
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
佐
渡
の

方
々
に
は
身
近
な
存
在
で
、
大

切
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
（
社
会
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
・
１
年
）

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
自

分
が
住
ん
で
い
る
場
所
か
ら
一

歩
離
れ
て
み
な
い
と
で
き
な
い

体
験
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
芸
能
を
通
し
て

伝
統
に
触
れ
、
地
域
を
通
し
て

一
つ
の
も
の
を
続
け
て
い
く
た

め
の
人
々
の
思
い
、
歴
史
を
重

ね
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
大
変

さ
を
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
美
し
い
風

景
、
方
言
や
や
さ
し
い
言
葉
、

豊
富
な
海
の
幸
、
外
部
か
ら
来

た
私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
る
あ
た
た
か
さ
な
ど
、
佐
渡

の
良
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
挙
げ
き
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
（
子
ど
も
教
育
学
科
・

ユメカナニュースレター
相模女子大学・相模女子大学短期大学部 夢をかなえるセンター 電話：042-813-5038

学生の皆さんが参加できるユメカナの活動の報告や、ユメカナからのお知らせを掲載しています。

３
年
）

私
は
今
回
の
体
験
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
遠
く
の
人
と

も
簡
単
に
繋
が
れ
る
よ
う
な
繋

が
り
と
は
違
っ
た
、
温
か
み
の

あ
る
人
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
体
験
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

最
近
は
、
画
面
越
し
に
簡
単

に
遠
く
の
人
と
も
思
い
を
伝
え

合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
実

際
に
そ
の
場
へ
行
き
、
色
々
な

人
と
関
わ
り
、
仲
を
深
め
て
い

く
こ
と
で
し
か
味
わ
え
な
い
楽

し
さ
・
う
れ
し
さ
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
普
段
、
私
た
ち
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
し
て
の

や
り
取
り
に
慣
れ
す
ぎ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
少
し
そ
う
い
っ

た
も
の
か
ら
離
れ
、
実
際
の
人

と
の
や
り
取
り
を
楽
し
み
、
味

わ
う
こ
と
で
普
段
の
生
活
に
も

ま
た
違
っ
た
風
を
呼
び
込
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
（
子
ど
も
教
育
学

科
・
３
年
）

私
は
今
年
で
２
回
目
の
佐
渡

伝
統
芸
能
体
験
活
動
で
し
た
。

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
よ
り

集
落
の
方
々
と
の
絆
が
深
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。２

回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

新
し
く
「
河
原
太
鼓
」
も
追
加

し
て
４
種
類
の
う
ち
方
を
覚
え

ま
し
た
。
特
に
「
河
原
太
鼓
」

が
と
て
も
難
し
く
、
稽
古
時
間

外
に
も
自
主
練
な
ど
は
し
て
い

た
の
で
す
が
、
本
番
前
日
の
稽

古
で
も
で
き
ず
、
悔
し
さ
と
申

し
訳
な
さ
か
ら
そ
れ
ま
で
こ
ら

え
て
い
た
涙
が
あ
ふ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
稽
古
が

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
「
太
鼓
を
叩
く
の
が
嫌

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
ん

な
に
練
習
し
な
く
て
も
い
い
。

た
と
え
上
手
に
で
き
な
く
て
も

楽
し
か
っ
た
ら
そ
れ
で
い
い
ん

だ
か
ら
」
と
温
か
い
言
葉
を
い

た
だ
き
、
本
番
で
は
み
ん
な
の

笑
顔
に
つ
ら
れ
て
楽
し
く
う
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

食
べ
物
が
美
味
し
い
、
綺
麗

と
い
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な

の
で
す
が
、
集
落
の
方
々
の
優

し
さ
に
ぜ
ひ
触
れ
合
っ
て
み
て

ほ
し
い
で
す
。
（
日
本
語
日
本

文
学
科
・
２
年
）

【
連
携
教
育
推
進
課
よ
り
】

学
生
の
活
動
報
告
書
の
一
部

を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

佐
渡
伝
統
芸
能
体
験
活
動
を
は

じ
め
、
気
に
な
る
活
動
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
、
連
携
教
育
推
進
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
を
終
え
て

学
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

佐 渡 特 集 新潟県佐渡市・佐渡伝統芸能体験活動を終え

た学生の活動報告を紹介します。

2019年12月発行

14

Vol.2

表彰制度
「Sagamiチャレンジプログラム★マイスター」制度

マーガレットスタディのPDCAサイクルを２回以上回した学生に対して、表彰制度として
「Sagamiチャレンジプログラム★マイスター」制度を用意しています。

「Sagamiチャレンジプログラム」について詳しく知りたい方は、
夢をかなえるセンター（学食のある建物）1階・連携教育推進課
までお越しください！お待ちしています！



――この活動に対する目標を教えてください。
キッズサマースクールに参加することで、子どもたちと触れ合うこと、お米の知識を

伝えられることが目標でした。また、これからの活動自体を明確に組み立てるために、
イベントを通してたくさんのことを感じるという目標も持って参加しました。

――この活動を通して考えたこと、今後に活かしたいことを教えてください。
私たちのプロジェクトは、大人だけでなく全世代のより多くの人に知ってもらいたい

活動である中、子どもたちをターゲットにできるイベントは今回のキッズサマースクー
ルで初めてでした。展示を行いましたが、次は講座を設け子どもたちに座って話を聞い
てもらいたいと思いました。今年限りという思いではなく、来年はもっと良くという思
いが湧き上がりました。

丸山千枚田魅力発信プロジェクト

活 動 報 告
8月9日（金）に開催された、Kids’サマース

クールにおける学生の活動報告を紹介します。

Y カ フ ェ ＆ C カ フ ェ
開 催 報 告

Yカフェ（ユメカナ★カフェ）、Cカフェ（キャリア☆カ
フェ）では学び・交流・発信など、様々な体験ができま
すよ。誰でも参加OKです！詳しくはユメカナまで！

★各活動については、夢をかなえるセンター English Roomにもパネル展示しています。誰でも閲覧できるので、ぜ
ひ見に来てくださいね！お待ちしています！

1 0 月 2 1日（月）第１回Ｃカフェ

『海外で夢を見つけよう！～オーストラリア・モナシュ大学で学ぶ～』
-Monash College 櫻木様

～参加学生からの感想～
私はオーストラリアのモナシュ大学に行きたいと思っていたので話を聞けて良かったです。

実際にモナシュ大学で働いている方から留学のプログラム内容や学生サポートについて話を
聞けてどのような感じなのか想像ができました。また、実際に留学した学生が週末していた
ことや観光スポット、イベントなどの話が聞けて自分が行くとき何をしようかと考えること
ができ、様々なことに挑戦したいと思いました。（英語文化コミュニケーション学科・1年）

『三重県熊野市における地域貢献活動について』-丸山千枚田プロジェクト学生

普段、プロジェクト活動にやりがいを感じていますが、今回新たな試みとして、学生が主
体となって主催するＹカフェを開催することで、どのような実感が得られるのか体感したい
気持ちで挑戦しました。多くの学生に活動を発信したことにより、人前で話すことや表現す
ることに対して自信に繋がり、活動に対する向上心が更に芽生えました。プロジェクト活動
の新たな取組みとして『今後も定期的にＹカフェでの発信を行っていきたい！』と感じるこ
とができました。

1 0 月 1 1日（金）第１回Ｙカフェ

1 1月 1 9日（火）～第 2回Ｃカフェ

『国際交流のススメ』-連携教育推進課職員＆留学経験学生

“国際交流に漠然と興味を持っているあなたへ”というタイトルで開催しました。英語文化
コミュニケーション学科や社会マネジメント学科の学生が参加してくれました。参加学生か
らは、ボランティアや留学、インターンシップなど様々な活動に興味は持っているけれども、
活動の探し方や活動に参加するにあたっての準備の仕方がわからない、といった悩みが打ち
明けられました。活動の参加方法を調べるだけでなく、なぜこの活動に参加したいのか、参
加するにあたってどういったスキルや知識が必要なのかを考えて準備する重要性がカフェ担
当者から話され、参加学生たちは今後の方向性を見つけることができたようです。

『私のTOEIC勉強法』-英語文化コミュニケーション学科・学生３名

今回、英語の相談会を開きましたが、募集をかける前は正直来るのは英文科の学生だけだ
ろうと思っていました。しかし募集をかけてみると英文の学生以外に子供教育や管理栄養の
学生からも参加の申込みがあり、他学科の学生と繋がることができること、また彼女たちが
自分たちの講座を必要としていることが嬉しかったです。
自分が少しでも得意だなと感じたなら積極的に講座を開くべきだと思います。「あ、こう

いう講座があったらいいな」と思えば自分で開いてみましょう。それを聞きたい学生は少な
からずいるはずです。勇気の要る一歩かもしれませんが、思っているよりも企画や運営をす
るのは難しくはありませんし、良い経験になります。勇気を出して一歩踏み出すことが大事
です。

1 1 月 6日（水）第２回Ｙカフェ
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復 興 支 援 学 生
ボ ラ ン テ ィ ア 委 員 会

委員会について

今後の活動について
復興支援学生ボランティア委員会は、発足当初は被災した方々の心のケア

をすることを目的として活動していましたが、復興が進んだ今は岩手県大船
渡市の素晴らしさを知ること、伝えること、震災を多くの人が忘れないよう
に伝承していくことが、今の私たちにできることだと思っています。

また、今年は新たに入ったメンバーも多くいます。私たちの団体は年度始め
からすぐにイベントなどを行なっているため、メンバー内の連携も欠かせま
せん。しかし、メンバー内で連携がうまく取れていないのが現状でした。今
年度も残り少なくなってきましたが、活動をより良いものにするため、大船
渡のために全員が気持ちを注げるように学年、学科の壁を乗り越えて協力し
て取り組めるようにしていきたいと思っています。

さらに、夏の訪問で試作会を行った椿スイーツについても試食会の反省や意
見を元に、商品販売を実現することを目標に取り組んでいきます。

9月に3泊5日で訪問をしました。震災からの復興を支援をするために活動し
ているため、津波の恐ろしさについて新しく入った学生や既に学んだ事のある
学生も一緒に勉強しました。
実際に、自分自身の日常生活で、震災に備えて準備できることなどを一緒に

改めて考える時間を作りました。
また、大船渡市の市の花「椿」であることももっと市民の方に知ってもらう

ために、地元の企業の方や地域の方に協力を頂き商品開発に向けて試食会を行
いました。
試作会では椿茶プリンや椿茶ミルクティーなど、椿茶を使用したメニューで

試作を行い、改善すべき点を理解する貴重な体験ができました。今回の夏の訪
問で大船渡が少しでも好きになり復興を通して何かを学び、また自分たちが何
ができるか考えることができました。

夏の訪問

2011年の東日本大震災から3ヶ月後の6月に、有志の
学生が岩手県大船渡市で炊き出しをしたことがきっかけ
で、復興支援学生ボランティア委員会は発足しました。
相模原市と大船渡市は銀河連邦という姉妹都市で繋がっ
ており、現在まで交流を続けています。委員会には様々
な学部学科学年の学生が所属しています。

訪問活動は、9月と2月に行っています。その他にも
相模大野駅で行われるクラフト市で大船渡の作家さんの
小物の販売をお手伝いさせていただいたり、神奈川県の
ギオンスタジアムや、大船駅で行われるイベントでの物
産販売を行ったり、幅広く活動しています。相生祭では
さんまとほたてを焼き、毎年多くのお客様にご好評をい
ただいています。

2018年度から大船渡の企業の㈱バンザイ・ファクト
リーさんの協力をいただきながら、椿茶を使用したお菓
子の商品開発にも取り組んでいます。

（本文：復興支援学生ボランティア委員会学生より）

岩手県大船渡市の復興を支援する学生の活動

を紹介します。


